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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案等審議
－  令和５年第 3 回定例会  －

会期34日間：令和5年9月21日～10月24日

１．おくやみコーナーを設置し、ご遺族の負担軽減を図ります

２．いじめ早期発見・早期解決の体制を強化します

【補正額】244 万８千円
　ご家族等が亡くなられた際の多岐にわたる行政手続きについて、ご遺族等の負担軽減を図るため、
区役所内の手続きを一か所ですべて行うことができる専門窓口「おくやみコーナー」を設置します。
概要は下記のとおりです。
１．事業開始　 令和６年１月４日
２．対象となる方　 亡くなられた区民のご遺族等（死亡後の手続きを執り行う方）
３．設置場所　 区役所第二庁舎３階ロビー
４．開設時間  平日　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
５．申込方法  品川区電子申請システムまたは電話にて予約（１日最大４組）
※ 「おくやみコーナー」は予約制です。予約受付時に、相談内容や故人様の情報をお伺いし、必要

な手続きの確認および事前準備をします。来庁時に、必要な手続きの申請書の作成の支援や各種
ご相談の受付を行い、必要に応じて相談機関のご紹介などのサポートも行います。

※上記については、広報しながわ（12 月 11 日号）にもお知らせを掲載予定です。

【補正額】475 万円
　いじめ相談窓口を新たに区長部局にも設置し、相談しやすい環境を整備します。運用開始は令和
６年 1 月４日からです。学校、教育委員会その他関係機関と連携し、弁護士による第三者的視点も

踏まえながら、いじめの早期発見・早期解決に向けた機動的な対応を図ります。
※ 上記については、令和６年 1 月４日以降に、各区立学校の児童・生徒に配布す

るチラシや区ホームページ・SNS でお知らせするほか、広報しながわ（令和６
年 1 月 11 日号）にも掲載予定です。

西五反田公園を改修します
第 69 号議案　西五反田公園改修工事請負契約

伊藤幼稚園が令和７年３月末に閉園します
第 68 号議案　品川区立幼稚園条例の一部を改正する条例

いじめ相談受付体制整備などのための補正予算を可決しました
第 65 号議案　令和５年度品川区一般会計補正予算

場　所
西五反田５－６－４

スケジュール（予定）
工事着手：令和５年 10 月 25 日
工事竣工：令和７年　2 月 28 日

　補正額は、歳入歳出とも 8,932 万４千円を追加し、総額を 2,019 億 9,650 万４千円とするものです。
　主な事業を紹介します。

　施設の老朽化が進んでいる伊藤幼稚園は、令和７年３月 31 日をもって閉園することとなりました。
　これに伴い、条例の規定を整備します。

　西五反田公園の施設の老朽化が進んでいることから、遊具等の改修、便所の改築および水飲み等のバリ
アフリー化工事を行います。

Q 今回の条例改正を審議した教育
委員会の開催日について

委員会での質問

A 令和5年8月22日開催の教育委員会にて、
本条例改正の審議を行った

※�上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

今回審議した議案等は
区長提出議案…… 11 件　議員提出議案……   2 件
各会計決算………   5 件　請願・陳情……… 16 件

計34件

公園便所　1式
・男子/女子/バリアフリー
・オストメイト
・介助用大型ベッド
・ベビーチェア

・目玉焼き遊具� 1基
・ブランコ� 1基

・砂場� 1基
・鉄棒� 1基

・シンボル�(大迷路)�遊具� 1基
・デッキスロープ� 1基

キャッチボール場　1式
滑り台　1基

園路
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議案番号 件　　　名 結果
自 民
⑼ 

公 明
⑺

未 来
⑹

共 産
⑸

品 改
⑶

維 新
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

65 令和５年度品川区一般会計補正予算
(3ページに説明を掲載 ) 可決

※1
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

68 品川区立幼稚園条例の一部を改正す
る条例（3ページに説明を記載） 可決

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※2 ○ × ○ ○

70 スタッキングチェア他の買入れにつ
いて 可決

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 指定管理者の指定について
(東大井地域密着型多機能ホーム ) 可決

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 副区長の選任同意について
(新井　康　氏 ) 可決

※3
○ ○ ○

※3
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

令和４年度品川区一般会計歳入歳出決算 認定
※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度品川区国民健康保険事業会計
歳入歳出決算 認定

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度品川区後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算 認定

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度品川区介護保険特別会計
歳入歳出決算 認定

※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
4

健康保険証の廃止を延期し、今の健康
保険証の存続を求める意見書 否決

※1
× × ○ ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ×

○…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※１…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、議決には加わりませんでした。
※２…�退席のため、議決には加わりませんでした。
※ 3…�自民のうち１名は議長の職務を行ったため、1名は欠席のため、また共産のうちの 1名は欠席

のためそれぞれ議決には加わりませんでした。
●会派名は次の略語で記載しています。
自民……品川区議会自民党・無所属の会　　公明……品川区議会公明党　　未来……しながわ未来（無所属・立憲・ネット）　　
共産……日本共産党品川区議団　　 　　　　品改……品川改革連合　　　　維新……品川区議会日本維新の会

議案・決算の議決結果
議案番号 件　　　名

66 生活衛生関係営業等の事業活動の継続に資する環境の整備を図るための旅館業法等の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

67 品川区立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

69 西五反田公園改修工事請負契約（２ページに説明を掲載）

72 指定管理者の指定について（北品川高齢者多世代交流支援施設）

74 教育委員会委員の任命同意について（稲垣　百合恵　氏）　

75 品川区長等の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

令和４年度品川区災害復旧特別会計歳入歳出決算

議員提出
3 固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ( ６ページに意見書を掲載 )

全会一致で可決または認定したもの

意見の分かれたもの

各議員の賛否はこち
らの QR コードから
ご覧になれます→

請願・陳情とは
区議会では、区政についての皆様のご要望やご意見を、請願や陳情としてお受けしています。
本会議で採択した請願や陳情は、区長や教育委員会などの執行機関に送り、その実現に努力す
るよう求めます。

�採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。
趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。

　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます→

請願・陳情の審査結果
付託委員会 請願・陳情件名 受理番号 結 果

総務委員会

品川区に導入予定の事務事業評価のあり方に関する請願 令和5年請願
第10号 不採択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出
に関する請願

令和5年請願
第11号 採択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出
に関する請願

令和5年請願
第14号 採択

政党機関紙の庁舎内勧誘活動の自粛を求める陳情 令和5年陳情
第28号 不採択

区民委員会
行政が運営主体となる新規火葬場建設を求める陳情 令和5年陳情

第31号 継続審査

適格請求書等保存方式（インボイス制度）で新たな負担を受ける事
業者に対して区独自の支援策を求める陳情

令和5年陳情
第35号 不採択

厚生委員会

健康保険証の存続を求める請願 令和5年請願
第12号 不採択

「健康保険証の廃止を延期し、今の健康保険証の存続を求める意見書」
の提出を求める請願

令和5年請願
第13号 不採択

利用できない区民のために、障害者施設の迅速な整備を求める陳情 令和5年陳情
第23号 不採択

福祉避難所となる心身障害者福祉会館の安全で快適な整備を求める陳情 令和5年陳情
第30号 不採択

建設委員会

羽田新ルート飛行経路の即刻中止を求める陳情 令和5年陳情
第20号 継続審査

森澤恭子区長との面談とC地区の視察を求める陳情 令和5年陳情
第24号 不採択

羽田新ルート反対に関する陳情 令和5年陳情
第29号 継続審査

森澤恭子区長が羽田空港機能強化による都心飛行ルートについて、
「固定回避を国に要請」としたことの撤回を求める陳情

令和5年陳情
第34号 継続審査

小山三丁目第一・第二地区再開発に関する陳情 令和5年陳情
第36号 不採択

行財政改革
特別委員会

広町地区土地区画整理事業に係る土地の処分等について説明するよ
う求める陳情

令和5年陳情
第25号 不採択
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一般質問とは議員が、区の行政全般にわたり、
区長をはじめとする執行機関に対して行う質問です。

令和５年第３回定例会では、区政全般について、
11 名の議員が一般質問を行いました。

以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（一般質問）

会派名は次の略語で記載しています。
自　民…品川区議会自民党・無所属の会 公　明…品川区議会公明党
未　来…しながわ未来（無所属・立憲・ネット） 共　産…日本共産党品川区議団
品　改…品川改革連合 維　新…品川区議会日本維新の会

９
月
21
日（
木
）

ゆ
き
た

政

春

議
員
（
公

明
）

大
倉

た
か
ひ
ろ

議
員
（
未

来
）

安

藤

た
い
作

議
員
（
共

産
）

高

橋

伸

明

議
員
（
自

民
）

横

山

由
香
理

議
員
（
無
所
属
）

９
月
22
日（
金
）

ま
つ
ざ
わ

和
昌

議
員
（
自

民
）

新

妻

さ
え
子

議
員
（
公

明
）

筒
井

よ
う
す
け

議
員
（
品

改
）

の
だ
て

稔

史

議
員
（
共

産
）

せ
ら
く

真

央

議
員
（
維

新
）

田

中

た
け
し

議
員
（
無
所
属
）

一 般 質 問

固定資産税・都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書

　数年にわたる新型コロナウイルス感染症の影響や物価の高騰により、小規模事業者の経営環境は厳しさを増しており、
今後もこの状況が続いていくことが見込まれる。
　このような状況の中で、東京都が実施している「小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置」「小規模非住宅用
地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置」及び「商業地等における固定資産税・都市計画税について、負担水
準の上限を６５％に引き下げる減額措置」は、厳しい経営環境下に置かれている小規模事業者にとっても、事業の継続や
経営の健全化への大きな支えとなっている。
　東京都がこれらの軽減措置を廃止すれば、小規模事業者の経営や生活は更に厳しいものになり、ひいては地域経済�
の活性化のみならず、日本経済の回復にも大きな影響を及ぼすことになりかねない。
　よって、品川区議会は東京都に対し、下記の事項を令和６年度以降も継続するよう強く要望するものである。

記

１��小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする軽減措置を令和６年度以降も継続すること
２��小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画税を２割減額する減免措置を令和６年度以降も継続すること
３���商業地等における固定資産税及び都市計画税について、負担水準の上限を６５％に引き下げる減額措置を令和６年度
以降も継続すること

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

令和５年10月24日
品川区議会議長　渡辺　ゆういち　

下記のとおり、東京都知事あてに意見書を提出しました
【議員提出第３号議案】

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多くの方にご興味を持っていただきたい」との思いから、
表紙写真を募集し、ご応募いただいた中から選ばれた１枚を表紙に掲載しています。ご応募いただいた皆様、
素晴らしいお写真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行いますので、ぜひご応募ください。
　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方　　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真
品川区の魅力を PRできるような写真をお待ちしております。
※�応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】調査係� 電話：03-5742-6810　Fax：03-5742-6895

次回の区議会だよりは新聞折り込みでお届けします
　１月１日発行の区議会だよりは、例年新聞折り込みでお届けしています。
　また、令和６年１月４日から 11日までは品川区内の駅の広報スタンドにも置いてあります
のでご利用ください。
　なお、区議会だよりは区議会ホームページからもご覧いただけます。



No.302　発行　令和 5年 (2023年 )11月 21日

一般質問 一般質問

一般質問 一般質問

89

火
災
被
災
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
火
災
に
よ
る
被
災
者
の
住
ま
い
に
つ
い

て
、
従
前
居
住
用
住
宅
を
中
長
期
的
に
、

寝
具
や
電
化
製
品
等
の
日
常
生
活
用
品

の
準
備
を
行
っ
た
上
で
、
提
供
し
て
は
。

答
条
例
に
基
づ
き
使
用
料
の
減
免
措
置
が

可
能
で
あ
る
。
災
害
時
の
入
居
期
間
を

数
か
月
程
度
に
延
長
す
る
こ
と
を
検
討

す
る
。
電
化
製
品
等
の
常
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

問
火
災
廃
棄
物
処
理
の
支
援
拡
充
を
。

答
被
災
状
況
な
ど
も
考
慮
し
、
減
免
措
置

と
併
せ
た
支
援
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

問
災
害
見
舞
金
の
支
給
対
象
拡
大
を
。

答
今
般
の
要
綱
見
直
し
に
お
い
て
、
特
に

必
要
と
す
る
程
度
の
住
宅
の
被
害
が
あ

っ
た
と
認
め
る
も
の
と
い
う
要
件
を
支

給
基
準
に
追
加
規
定
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

問
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
設
置
を
。

い
じ
め
や
不
登
校
の
解
決
の
た
め
に
も
、

全
て
の
子
ど
も
が
学
び
に
希
望
を
持
て

る
学
校
を
つ
く
ろ
う

問
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
の
報
告
書
の

厳
し
い
指
摘
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
指
摘
事
項
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
認
識

を
改
め
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
未
然

防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
解
決
に
向
け

全
力
で
対
応
を
進
め
て
い
く
。

問
不
登
校
の
子
ど
も
が
急
増
し
て
い
る
が
、

そ
の
子
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
不
登
校
児
に

目
を
向
け
ら
れ
る
専
任
教
員
の
配
置
を
。

答
教
員
の
定
数
が
あ
る
た
め
、
不
登
校
支

援
に
特
化
し
た
正
規
教
員
の
配
置
は
困

難
だ
が
、
国
や
都
の
施
策
を
活
用
し
支

援
員
等
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

羽
田
新
ル
ー
ト
は
今
す
ぐ
撤
回
し
、
海

上
ル
ー
ト
に
戻
せ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄

新
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

問
文
章
や
画
像
を
生
成
す
る
Ａ
Ｉ
や
イ
ン

ド
ア
ビ
ュ
ー
な
ど
多
く
の
技
術
が
生
ま

れ
て
い
る
。
最
先
端
技
術
を
利
用
す
る

こ
と
で
区
民
生
活
の
質
を
向
上
す
る
こ

と
や
区
役
所
業
務
の
効
率
化
な
ど
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
新
技

術
の
活
用
促
進
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
あ
ら
ゆ
る
行
政
領
域
に
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先

進
技
術
を
活
用
し
、
区
民
の
利
便
性
の

向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ア
ビ
ュ
ー
を
含
め
先
進
的
な
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
広
く
検

討
し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
の
方
が
防
災
訓
練
に
参
加
す

る
こ
と
で
発
災
時
の
適
切
な
対
応
や
健

常
者
も
そ
の
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
区
民
が
直
面
す
る
物
価
高
騰
の
状
況
を

考
慮
す
る
と
更
な
る
て
こ
入
れ
が
必
要
。

追
加
対
策
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
今
後
も
し
ば
ら
く
は
物
価
高
騰
の
影
響

が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問
区
で
予
算
措
置
を
す
る
以
上
、
区
内
で

お
金
が
循
環
し
、
使
っ
た
分
も
使
っ
て

も
ら
っ
た
事
業
者
も
満
足
し
結
果
と
し

て
地
域
が
潤
う
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
で
の

お
金
の
循
環
を
重
視
し
た
対
策
を
積
極

的
に
講
じ
て
い
く
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

答
区
民
が
地
元
商
店
街
で
使
え
る
、
プ
レ

ミ
ア
ム
率
10
％
の
区
内
共
通
商
品
券
を

10
月
に
販
売
す
る
。

問
年
金
額
の
改
定
が
物
価
高
騰
の
ス
ピ
ー

ド
に
追
い
つ
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

高
齢
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
策
を
。

答
今
年
度
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
と
の
設
置
の

協
議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
設
置

拡
大
に
取
り
組
む
。

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
に
三
角
巾
の
配
備
を
。

答
適
切
な
管
理
等
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て

問
災
害
時
の
実
施
に
向
け
、
区
の
考
え
は
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
等
の
活
用
は
、
医
療
救
護

所
間
の
連
絡
調
整
等
に
有
効
と
考
え
る
。

そ
の
手
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

障
が
い
者
の
外
出
等
の
支
援
に
つ
い
て

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
と
自
動
車
燃
料

費
助
成
券
を
同
額
と
す
る
こ
と
と
併
用

等
に
つ
い
て
求
め
る
。

答
利
用
者
の
意
見
や
他
区
の
状
況
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
状
況
等
も
見
な
が
ら
検
討
。

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
利
便
性
に
つ

い
て
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
で
の
交

付
を
要
望
す
る
が
、
区
の
所
見
は
。

答
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

西
大
井
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

し
な
バ
ス
に
つ
い
て

問
西
大
井
本
通
り
循
環
ル
ー
ト
の
進
捗
は
。

答
す
れ
違
い
時
の
安
全
確
保
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
議
し
て
お
り
、
車
両
幅

の
狭
い
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
導
入
も
検
討
。

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

答
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
回
数
券

の
導
入
や
、
妊
婦
、
未
就
学
児
の
同
乗

者
運
賃
の
割
引
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

せ
ら
れ
た
被
害
の
実
態
は
全
て
公
開
を

問
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
自
由
記
述

欄
も
含
め
全
て
公
開
す
る
こ
と
、
ル
ー

ト
直
下
等
の
実
態
が
分
か
る
よ
う
町
域

ご
と
の
ク
ロ
ス
集
計
の
発
表
を
求
め
る
。

答
自
由
意
見
は
、
公
表
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。
集
計
は
、
町
名
等
の
属
性
と
の

ク
ロ
ス
集
計
等
を
行
い
公
表
予
定
だ
。

問
１
９
８
１
年
に
滑
走
路
の
移
転
を
実
現

さ
せ
た
実
績
に
学
ぶ
べ
き
で
は
。

答
当
時
は
埋
立
地
に
滑
走
路
を
移
転
す
る

選
択
肢
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
区
が

働
き
か
け
を
行
え
た
。
今
回
の
羽
田
新

飛
行
ル
ー
ト
は
唯
一
の
方
法
と
し
て
採

用
し
た
と
国
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

庁
舎
跡
地
は
区
民
の
財
産

開
発
企
業

の
利
益
の
た
め
で
な
く
、
特
養
・
障
害

者
施
設
な
ど
区
民
の
た
め
に
活
用
を

問
し
な
が
わ
中
央
公
園
を
庁
舎
跡
地
等
活

用
の
検
討
地
域
に
含
め
る
こ
と
が
、
８

月
の
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
で
突
然

報
告
さ
れ
た
。
今
の
ま
ま
存
続
す
べ
き
。

答
廃
止
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
区

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
必
要
な
機

能
は
生
か
し
つ
つ
、
庁
舎
周
辺
の
一
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
大
崎
西
口
駅
前
地
区
開
発

全
て
の
権

利
者
・
住
民
を
追
い
出
し
超
高
層
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
に
す
る
再
開
発
は
止
め
よ

感
染
症
対
策
や
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
の

検
討
な
ど
現
在
の
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
検
証
し
最
適
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答
障
が
い
者
の
訓
練
参
加
に
つ
い
て
は
今

後
幅
広
く
障
が
い
者
団
体
に
も
訓
練
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
訓
練
要

領
を
検
討
し
て
い
く
。
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
標
準
版
の
改
定
を
行
う
。
ペ

ッ
ト
同
行
支
援
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
し
、
各
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

問
今
後
文
章
・
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
が
普
及
し

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
早
い
段

階
で
教
員
や
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
生

成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
教
育
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
教
職
員
が
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
に
向
け
て
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
も
含
め
、
研
修
等
を
実
施
し
、

子
ど
も
達
へ
も
指
導
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

答
情
報
モ
ラ
ル
教
育
も
含
め
て
指
導
の
充

実
に
努
め
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研

修
の
中
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
内
容
を
取
り
入

れ
、
教
職
員
の
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
指
導
力
の
向
上

や
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
在
宅
医
療
に
つ
い
て

答
国
で
の
追
加
経
済
対
策
検
討
の
動
向
を

注
視
し
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
道
路
の
買
収
地
活
用
に
つ
い

て問
工
事
着
手
が
一
定
期
間
見
込
め
な
い
買

収
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
都
の
理
解
を

得
た
上
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
提

案
を
募
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

答
都
が
管
理
す
る
道
路
建
設
用
地
の
た
め

実
施
に
は
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
他
自
治
体
の
事
例
を
研
究
す
る
。

地
域
交
通
に
つ
い
て

問
し
な
バ
ス
の
現
時
点
で
の
利
用
状
況
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
評
価
は
。

答
１
か
月
平
均
約
１
万
６
千
500
人
の
乗
車

利
用
で
あ
り
、
昨
年
実
施
し
た
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
回
答
し
た
75
％
の
利

用
者
が
満
足
し
て
い
る
と
す
る
な
ど
、

地
域
の
身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
一
定

の
評
価
は
得
て
い
る
と
い
う
認
識
だ
。

障
害
者
関
連
施
策
に
つ
い
て

問
心
身
障
害
者
福
祉
会
館
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
そ

の
課
題
と
見
通
し
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
荏
原
地
区
の
拠
点
と
し
て
機
能
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
あ
わ
せ

て
築
46
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
改
築
を
視
野
に
検
討
し
て
い
く
。

ゆ
き
た
政
春
議
員

（
公

明
）

安
藤
た
い
作
議
員

（
共

産
）

大
倉
た
か
ひ
ろ
議
員

（
未

来
）

高
橋
伸
明
議
員

（
自

民
）
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文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て

問
物
質
的
な
豊
か
さ
と
心
の
豊
か
さ
に
つ

い
て
、
区
の
考
え
は
。

答
個
人
の
感
性
や
価
値
観
は
様
々
で
あ
り
、

満
足
度
・
幸
福
度
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

区
立
児
童
相
談
所
に
つ
い
て

問
児
童
相
談
所
と
は
、
ど
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
場
所
か
。

答
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
非
行
児
や
障

害
児
、
被
虐
待
児
等
の
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
価
値
観
等
は
多
様
化
が

予
想
さ
れ
る
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
区
立
の
児
童
相
談
所
に
な
る
と
何
が
変

わ
る
の
か
。

答
都
か
ら
事
業
移
管
後
、
管
轄
区
域
が
限

ら
れ
る
た
め
、
機
動
力
が
高
ま
る
。
独

自
に
意
思
決
定
が
可
能
と
な
り
、
虐
待

人
生
100
年
時
代
を
支
え
る
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て

問
若
年
層
や
物
忘
れ
の
訴
え
の
な
い
方
が

受
け
ら
れ
る
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
「
あ

た
ま
の
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」
の
本
格
的

導
入
を
求
め
る
。

答
今
後
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
や

医
療
機
関
と
協
議
の
上
、
検
討
す
る
。

問
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
「
支

え
愛
・
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
さ

ら
な
る
周
知
を
求
め
る
。

答
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し
、
広
報

紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
さ
ら
な
る

周
知
に
努
め
る
。

居
住
支
援
に
つ
い
て

問
住
宅
確
保
要
配
慮
者
入
居
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
不
動
産
屋
で
相
談
す
る
区
民

も
い
る
こ
と
か
ら
、
区
民
が
住
宅
あ
っ

せ
ん
事
業
の
協
力
店
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
よ
う
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
掲
示
と

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
商
品
型
返
礼
品

と
い
う
形
で
開
催
し
て
は
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
に
特
化
し
た
組
織
を
つ
く

り
本
気
の
改
革
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
今
後
も
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
特
別

な
体
験
が
で
き
る
返
礼
品
の
拡
充
を
図

る
。
執
行
体
制
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

地
区
祭
り
に
つ
い
て

問
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
実
施
で
き
る
よ

う
補
助
金
を
増
額
す
る
べ
き
で
は
。

答
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
策
の
拡

充
を
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て

問
小
学
校
３
年
生
ま
で
で
は
な
く
、
少
な

く
と
も
小
学
校
卒
業
ま
で
看
護
休
暇
が

取
得
で
き
る
制
度
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
子
を
養
育
す
る
為
の
部
分
休
業
を
小

事
務
事
業
評
価
と
ム
ダ
削
減
に
つ
い
て

問
事
務
事
業
評
価
は
議
会
と
区
民
に
ど
の

よ
う
に
公
開
予
定
か
。

答
行
政
評
価
シ
ー
ト
を
決
算
特
別
委
員
会

に
資
料
と
し
て
提
出
予
定
。
ま
た
、
区

民
に
は
行
政
評
価
シ
ー
ト
を
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
公
表
予
定
。
な
お
、

行
政
評
価
の
公
表
は
、
評
価
確
定
後
に

年
１
回
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
毎
年
１
％
の
無
駄
削
減
、
約
20
億
円
の

財
源
捻
出
と
い
う
区
長
公
約
を
区
の
公

的
な
文
書
に
記
載
し
て
公
表
す
べ
き
。

答
今
後
、
時
期
や
手
法
を
検
討
し
て
い
き
、

公
的
な
文
書
に
書
く
と
い
う
こ
と
に
関

し
て
検
討
す
る
。

新
区
庁
舎
建
設
費
200
億
円
削
減
と
Ｄ
Ｘ

化
に
つ
い
て

問
区
長
は
公
約
で
官
民
連
携
手
法
の
導
入

で
区
役
所
建
て
替
え
費
用
の
区
民
負
担

を
実
質
200
億
円
軽
減
す
る
と
あ
る
が
、

対
応
の
迅
速
性
が
向
上
す
る
。
こ
ど
も

ま
ん
な
か
の
地
域
社
会
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
・
若
者
・
家
庭
の
支
援
に
つ
い

て問
各
関
係
機
関
の
連
携
の
現
状
と
見
解
は
。

答
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
調
整
機

関
と
な
り
、
日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

よ
り
よ
い
連
携
の
形
を
目
指
し
て
い
く
。

問
病
児
保
育
の
在
り
方
と
費
用
負
担
に
つ

い
て
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
及
び
ニ

ー
ズ
の
実
態
は
。

答
医
療
の
専
門
家
が
預
か
る
た
め
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
い
る
。
１
日
当
た
り
の
区
民
利
用
料

金
は
二
千
円
。
育
児
不
安
を
抱
え
る
保

護
者
を
医
療
面
か
ら
支
え
る
大
切
な
事

業
の
１
つ
。
ニ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
な
ど
の

調
査
や
区
へ
の
ご
意
見
を
的
確
に
捉
え
、

今
後
の
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

問
熱
中
症
対
策
の
具
体
的
な
施
策
を
推
進

し
、
緊
急
時
の
体
制
整
備
を
。

答
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
に
際
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
速
や
か
に
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、
区
内
59
か
所
の
施
設

に
避
暑
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設
中
。
国
や

都
と
連
携
し
、
引
き
続
き
体
制
整
備
を

検
討
し
て
い
く
。

説
明
用
の
チ
ラ
シ
を
置
く
よ
う
求
め
る
。

答
区
民
が
住
宅
の
あ
っ
せ
ん
事
業
の
協
力

店
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
、
店

頭
に
掲
示
し
て
も
ら
う
た
め
の
ス
テ
ッ

カ
ー
タ
イ
プ
の
も
の
を
検
討
中
。

女
性
の
健
康
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

問
更
年
期
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
と
し
て
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
女
性
の
健
康
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
設
け
、
内
容
を
充
実
さ

せ
て
は
と
提
案
。
ま
た
、
し
な
が
わ
健

康
プ
ラ
ン
21
中
間
・
評
価
見
直
し
は
、

更
年
期
障
害
に
つ
い
て
明
記
し
た
上
で

施
策
展
開
を
要
望
。

答
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
に
つ
い
て
充

実
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
健
康
プ
ラ

ン
21
の
次
期
改
定
の
際
、
更
年
期
に
関

す
る
情
報
提
供
や
仕
事
と
の
両
立
支
援

な
ど
に
つ
い
て
、
策
定
委
員
会
の
中
で

議
論
す
る
。

問
骨
粗
鬆
症
検
診
に
つ
い
て
、
品
川
区
で

の
早
期
実
施
を
要
望
。

答
実
施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
開
設
に
つ
い
て

問
設
置
予
定
の
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
は
ど

の
よ
う
な
対
応
と
な
る
の
か
伺
う
。

答
令
和
６
年
１
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
窓
口
で
は
、

お
客
様
が
移
動
す
る
こ
と
な
く
手
続
が

完
了
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

学
校
入
学
後
も
取
得
で
き
る
よ
う
特
別

区
長
会
に
提
案
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

防
災
に
つ
い
て

問
タ
ン
デ
ム
自
転
車
解
禁
に
よ
り
自
転
車

活
用
推
進
計
画
の
中
に
活
用
を
入
れ
る

べ
き
で
は
。

答
障
害
の
あ
る
方
の
移
動
手
段
の
１
つ
と

し
て
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
中
で

利
用
に
つ
い
て
明
記
す
る
。

問
都
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
無
料
配
布
終
了

後
の
区
の
取
組
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
不
燃
化
特
区
内
の
設
置
率
は
今
年
度
中

に
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
で
今
後
も

設
置
拡
大
に
む
け
取
組
を
検
討
す
る
。

教
育
・
子
ど
も
達
に
つ
い
て

問
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
プ
ー
ル
授
業

の
位
置
づ
け
は
？
必
要
性
を
考
え
る
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答
学
習
指
導
要
領
の
体
育
に
お
い
て
水
泳

は
お
お
む
ね
10
時
間
程
度
だ
。
改
築
に

併
せ
て
総
合
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

問
全
児
童
対
象
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査

を
教
育
委
員
会
で
や
る
べ
き
で
は
。

答
各
家
庭
の
判
断
で
実
施
す
る
こ
と
が
適

切
で
あ
る
。

問
子
ど
も
版
「
区
民
の
声
」
の
設
置
を
。

答
子
ど
も
に
関
わ
る
施
策
を
推
進
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
当
事
者
の
意
見
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
意
見
聴
取

の
手
法
等
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

こ
の
目
標
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
区
と
し
て
も
、
こ
れ
を
指
標
と
し
て
、

庁
舎
跡
地
等
活
用
検
討
委
員
会
や
対
話

型
市
場
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
官
民
連

携
手
法
の
検
討
を
段
階
的
に
進
め
、
精

査
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用
予
定
は
。

答
補
正
予
算
に
導
入
運
用
経
費
を
計
上
し

て
お
り
、
今
後
活
用
し
て
い
く
。

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に

つ
い
て

問
夜
の
時
間
帯
を
有
効
活
用
す
る
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
を
す
べ
き
。

答
都
市
型
観
光
を
考
え
る
際
の
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
と
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が
提
案
し
実
現
し

た
、０
１
８
サ
ポ
ー
ト
の
周
知
状
況
は
。

答
戸
籍
住
民
課
や
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
子

育
て
応
援
課
に
て
申
請
ガ
イ
ド
の
配
布

を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

問
施
設
増
設
の
代
わ
り
に
、
ど
の
よ
う
に

在
宅
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
20
か
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
高
齢
者
の
相
談
か
ら
適
切
な
支

援
へ
つ
な
げ
て
お
り
、
今
後
も
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
量
や
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

確
保
に
努
め
る
。

横
山
由
香
理
議
員

（
無
所
属
）

新
妻
さ
え
子
議
員

（
公

明
）

ま
つ
ざ
わ
和
昌
議
員

（
自

民
）

筒
井
よ
う
す
け
議
員

（
品

改
）
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核
抑
止
論
か
ら
脱
却
し
、
税
金
は
軍
事

費
拡
大
で
は
な
く
暮
ら
し
に
使
え

イ
ン
ボ
イ
ス
は
中
止
を

問
核
抑
止
論
か
ら
脱
却
し
な
け
れ
ば
、

「
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
」
に
あ
る

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
確
立
は
実
現

で
き
な
い
と
思
う
が
、
見
解
を
。

答
宣
言
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
区
民
へ
着

実
に
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶
等
に
向
け
た

取
組
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問
消
費
税
減
税
と
、
さ
ら
な
る
増
税
で
自

殺
者
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
イ
ン
ボ
イ

ス
の
中
止
を
、
国
に
求
め
る
べ
き
。

答
消
費
税
率
お
よ
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

気
候
危
機
打
開
へ
、
区
と
し
て
再
エ
ネ

と
省
エ
ネ
に
本
気
の
取
り
組
み
を

問
ど
ん
な
取
組
で
ど
れ
だ
け
CO2
を
削
減

す
る
の
か
、
年
度
ご
と
の
目
標
を
立
て
、

都
区
財
政
調
整
協
議
に
つ
い
て

問
平
成
28
年
に
特
別
区
の
児
童
相
談
所
設

置
が
可
能
と
な
り
、
令
和
２
年
、
荒
川

区
等
３
区
が
先
行
し
て
児
童
相
談
所
を

設
置
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
特
別
区

は
財
調
の
分
割
合
の
増
額
を
要
求
し
、

結
果
と
し
て
55.1
％
へ
変
更
と
な
っ
た
。

児
童
相
談
所
の
移
管
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
の
あ
る
都
と
特
別
区
と
の
人
材

交
流
な
ど
、
都
区
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
の
都
区
財
政
調
整
協
議
に
臨

む
区
長
の
考
え
は
。

答
令
和
６
年
10
月
に
児
童
相
談
所
を
開
設

す
る
当
区
に
と
っ
て
財
政
調
整
交
付
金

は
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
適
切
な
配
分

割
合
へ
と
変
更
さ
れ
る
よ
う
粘
り
強
く

協
議
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
。
一
方

で
、
都
と
区
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
で
子
ど
も
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
東
京
を
築
い
て
い
く
こ

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
学
び
の
場
で
の

困
難
に
つ
い
て

問
学
校
、
教
育
委
員
会
か
ら
独
立
し
た
、

い
じ
め
解
決
に
向
か
う
権
限
を
持
つ
組

織
を
設
立
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
具
体
的
な
組
織
の

体
制
、
必
要
な
人
材
の
確
保
、
設
立
時

期
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
を
。

答
令
和
６
年
１
月
に
区
長
部
局
に
い
じ
め

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
３
名
お
よ
び
弁
護
士
の
い
じ
め

相
談
専
門
員
１
名
に
よ
る
相
談
対
応
や

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
い
じ
め
専
用
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
相
談

受
付
や
防
止
啓
発
を
行
い
、
い
じ
め
の

早
期
発
見
・
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
マ
イ
ス
ク
ー
ル
の
利
用
状
況
と
不
登
校

児
童
・
生
徒
の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
、

区
と
し
て
の
見
解
を
。

答
令
和
４
年
度
の
マ
イ
ス
ク
ー
ル
通
室
者

毎
年
検
証
す
る
べ
き
で
は
。

答
品
川
区
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
２

０
５
０
年
度
実
質
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
等
の

目
標
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
区
有
施
設
に
、
太
陽
光
発
電
を
い
つ
ま

で
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
を
つ
く
り
、

積
極
的
に
設
置
す
べ
き
だ
。

答
場
所
の
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
が
、
計

画
的
な
設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問
断
熱
化
し
た
区
立
学
校
の
割
合
は
。
計

画
的
に
学
校
の
断
熱
化
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
現
在
、
46
校
中
20
校
で
実
施
済
み
。
改

築
工
事
に
併
せ
て
各
学
校
の
断
熱
化
、

省
エ
ネ
化
を
進
め
て
い
く
。

戸
越
公
園
駅
周
辺
は
企
業
の
も
う
け
の

た
め
で
な
く
住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
を問

豊
か
な
緑
と
憩
い
の
場
を
守
る
た
め
に
、

文
庫
の
森
に
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導

入
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

答
本
制
度
は
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、

公
園
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
魅
力
が
向

上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問
荏
原
四
中
跡
地
検
討
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
意
見
は
、
活
用
方
針
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
意
見
は
跡
地
活
用
方
針
策
定
委
員
会
に

報
告
し
、
活
用
方
針
の
素
案
策
定
に
係

る
議
論
の
参
考
と
し
て
い
る
。

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
所
管
が
現
在
税
務
課

と
な
っ
て
い
る
が
、
少
し
で
も
減
収
を

抑
え
る
考
え
が
あ
る
な
ら
ば
、
企
画
部

門
へ
移
す
べ
き
だ
。

答
国
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
求
め
る
考
え
は
変
わ
ら
な

い
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
起
因
す
る
税

収
減
へ
の
対
応
に
向
け
、
執
行
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

清
掃
事
業
に
つ
い
て

問
連
日
猛
暑
日
が
続
き
、
炎
天
下
で
の
収

集
作
業
は
大
変
過
酷
な
作
業
で
あ
る
。

清
掃
職
員
の
方
々
へ
の
暑
さ
対
策
は
。

答
今
年
度
試
験
的
に
数
種
類
の
空
調
服
等

を
導
入
す
る
な
ど
、
検
討
し
て
い
る
。

選
挙
制
度
に
つ
い
て

問
課
題
の
残
る
現
在
の
選
挙
制
度
を
改
善

す
る
た
め
、
自
ら
再
選
挙
を
体
験
さ
れ

た
区
長
が
国
に
対
し
発
信
す
べ
き
だ
。

答
再
選
挙
は
首
長
の
不
在
期
間
の
長
期
化

に
よ
る
行
政
運
営
へ
の
影
響
な
ど
に
大

き
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
国
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
国
に
よ
る
不
合
理
な
税
制
に
つ
い
て

・
広
町
地
区
の
街
づ
く
り
、
新
庁
舎
建
設

に
つ
い
て

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
児
童
が
33
名
、
生
徒
が
66
名
で
あ

る
。
人
数
と
し
て
は
低
学
年
も
含
め
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
対
策
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
へ
の
品
川
区
の
取

り
組
み

問
学
校
で
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
時
間

を
設
け
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
今
後
、
市
民
科
の
情
報
教
育
の
中
で
学

ぶ
場
面
を
取
り
入
れ
て
い
く
。

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
に
つ
い
て

問
今
年
度
の
夏
休
み
に
行
わ
れ
た
、
仕
出

し
弁
当
提
供
の
１
校
で
の
試
験
的
な
実

施
で
、
発
生
し
た
意
見
や
課
題
は
。

答
利
用
者
の
声
と
し
て
は
、
お
弁
当
を
作

る
手
間
が
省
け
る
な
ど
の
肯
定
的
な
意

見
が
あ
り
、
一
方
で
運
営
面
で
は
、
弁

当
の
受
け
取
り
や
片
づ
け
の
際
の
人
員

が
不
足
す
る
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
。

男
女
共
同
参
画
を
支
え
る
健
康
づ
く
り

問
品
川
区
は
、
管
理
的
地
位
お
よ
び
係
長

級
に
お
け
る
女
性
職
員
の
割
合
が
、
東

京
23
区
と
比
較
し
て
上
位
に
位
置
し
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
要
因
は
。

答
以
前
か
ら
職
員
報
な
ど
で
女
性
管
理
職

等
の
紹
介
を
し
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提

示
す
る
こ
と
で
機
運
醸
成
を
図
っ
て
き

た
。
こ
う
し
た
地
道
な
取
組
が
結
果
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

の
だ
て
稔
史
議
員

（
共

産
）

田
中
た
け
し
議
員

（
無
所
属
）

せ
ら
く
真
央
議
員

（
維

新
）

本会議・委員会の日程（予定）

会　議　名 開　催　日　時

本会議
11月22日（水）午後�1�時
11月24日（金）午前10時
12月�6�日（水）午後�1�時

常
任
委
員
会

総　務

11月27日（月）午前10時
11月28日（火）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会 11月21日（火）午前10時30分
12月�5�日（火）午前10時30分

特
別
委
員
会

行財政改革 11月29日（水）午前10時

災害・環境対策 11月30日（木）午前10時

　本会議の一般質問の様子は、
ケーブルテレビ品川の「品川区民
チャンネル」で放送予定です。
放送予定日は以下のとおりです。

○放送予定日
・本会議（一般質問）
11月27日（月）～12月1日（金）
（再放送）　　　　　　
12月2日（土）・12月3日（日）

ケーブルテレビ
放送予定

令和 5年第 4回定例会本会議は 11月 22日から 12月 6日までの 15日間の会期で開催される予定です。

＊�本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。
　また、本会議終了後おおむね１週間後に、インターネット録画中継でご覧いただけます。
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お金の使いみちを審査しました
令和４年度決算審査のあらましをお知らせします

令和 4 年度決算の概要
会　　計 歳入決算額 歳出決算額 翌年度へ繰越

一 般 会 計 1,959億1,637万5,816円 1,893億3,839万1,448円 65億7,798万4,368円
国民健康保険事業会計 364億414�万179円 359億5,059万751円 4億5,354万9,428円
後期高齢者医療特別会計 97億6,462万6,431円 96億9,877万9,998円 6,584万6,433円
介 護 保 険 特 別 会 計 271億5,813万5,538円 259億4,120万7,919円 12億1,692万7,619円
災 害 復 旧 特 別 会 計 ※ 0円 0円 0円

令和４年度一般会計決算の内訳

　決算とは、１年間の収入および支出の見積（予算）に対して、実際の収入および支出の結果を明
らかにしたものです。
　区議会が行う決算審査は、区の予算が適法に目的どおり使われたか審査し、翌年度の予算編成や
将来の財政計画に反映するという重要な役割を担っています。

決算とは

　９月22日の本会議において、決算特別委員会を設置し、
令和４年度決算の審査を付託しました。
　審議の結果、令和４年度各会計の決算はすべて認定す
べきものと決定し、10月 24日の本会議で認定しました。
　決算の概要は下記をご覧ください。
　決算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

■�委員長：塚本よしひろ�■�副委員長：せお麻里、松永よしひろ
■理事：鈴木ひろ子、筒井ようすけ、せらく真央�■�委員：議長および議員選出監査委員を除く全議員
＊令和４年度決算に対する総括質疑は�15�ページに、各会派の意見表明は 16～ 17ページに掲載しています。

※令和4年度は、事業の執行がなかったため、歳入決算額および歳出決算額はありませんでした。

一般会計（円）

歳 出

一般会計（円）

歳 入

特別区税
56,653,664,290

（28.9%）

特別区交付金
45,093,826,000

（23.0%）

国庫支出金
32,075,785,047

（16.4%）都支出金
17,262,206,569

（8.8%）

地方消費税交付金
12,325,598,000

（6.3%）

諸収入
5,121,163,516

（2.6%）

使用料及び手数料
4,394,005,919

（2.2%）

繰越金
7,005,168,951

（3.6%）

繰入金
6,232,886,000

（3.2%）

分担金及び負担金
2,308,334,664

（1.2%）
その他

（寄附金など）
 7,443,736,860

（3.8%）

民生費
98,009,402,534

（51.8%）教育費
20,636,117,720

（10.9%）
総務費

30,244,822,740
（16.0%）

産業経済費
3,688,176,536

（1.9%）

公債費
1,108,913,337

（0.6%）
議会費

765,249,268
（0.4%）

衛生費
18,742,950,237

（9.9%）

土木費
16,142,759,076

（8.5%）

一般会計（円）

歳 出

一般会計（円）

歳 入

特別区税
56,653,664,290

（28.9%）

特別区交付金
45,093,826,000

（23.0%）

国庫支出金
32,075,785,047

（16.4%）都支出金
17,262,206,569

（8.8%）

地方消費税交付金
12,325,598,000

（6.3%）

諸収入
5,121,163,516

（2.6%）

使用料及び手数料
4,394,005,919

（2.2%）

繰越金
7,005,168,951

（3.6%）

繰入金
6,232,886,000

（3.2%）

分担金及び負担金
2,308,334,664

（1.2%）
その他

（寄附金など）
 7,443,736,860

（3.8%）

民生費
98,009,402,534

（51.8%）教育費
20,636,117,720

（10.9%）
総務費

30,244,822,740
（16.0%）

産業経済費
3,688,176,536

（1.9%）

公債費
1,108,913,337

（0.6%）
議会費

765,249,268
（0.4%）

衛生費
18,742,950,237

（9.9%）

土木費
16,142,759,076

（8.5%）

決算特別委員会
　決算特別委員会は 10 月２日から 19 日のうちの計７日
間にわたり令和４年度決算の審査を行いました。最終日の
10 月 19 日には、令和４年度決算について、各会派を代
表して 10 人の委員が各会計歳入歳出歳出決算の全般にわ
たり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
　( 各会派の意見表明は 16 ～ 17 ページに掲載 )
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
せりざわ裕次郎　委員 ( 自民 )
ふるさと納税（流出額・流入額の推移等）、シティプロモー
ション（新たなキャッチコピー・ロゴマーク等）について

せ　お　麻　里　委員 ( 自民 )
区政（今後の事業展開等）、再犯防止推進計画、区立児童相
談所、公有地（有効活用等）、Ｐａｒｋ－ＰＦＩについて

つ　る　伸一郎　委員 ( 公明 )
しあわせ創設プラン、孤独・孤立対策（孤独・孤立対策の
強化等）、防災対策（備蓄物資の活用状況等）について

若　林　ひろき　委員 ( 公明 )
決算の概要、路上喫煙対策、認知症対策、介護人材の処遇
改善、学校教材費、給食費、令和 6 年度予算等について

松永　よしひろ　委員 ( 未来 )
公契約条例（条例制定に向けた課題、進捗状況等）、防災対
策、品川歴史館（大森貝塚遺跡庭園との連携等）について

吉　田　ゆみこ　委員 ( 未来 )
再開発（障がい者施設設置の要望、公共・公益施設の設置
にあたる地域特性、事後評価の実施・公表等）について

のだて　稔　史　委員 ( 共産 )
羽田新ルート（区民アンケート等）、庁舎跡地（対話型市場
調査、福祉施設の整備、区民ニーズの内容等）について

安　藤　たい作　委員 ( 共産 )
再開発（区における再開発の担当部課長の人数等）、いじめ
対策（区長部局におけるいじめ相談窓口体制等）について

藤　原　正　則　委員 ( 品改 )
西大井周辺のまちづくり（ニコン本社等）、人事、選挙制度、
介護、副区長（就任した理由等）、事務事業評価について

松本　ときひろ　委員 ( 維新 )
いじめ対策（学校から区教育委員会へのいじめの報告に関
する手段、重大事態の認定権限の所在等）について

インターネット中継で
総括質疑がご覧になれます

　予算・決算特別委員会の総括質疑の様子は、区議会ホー
ムページから録画中継でご覧になれます。視聴方法は以下
のとおりです。

（以下の画面はパソコンの例です）

① 区議会ホームページ左下の
　「インターネット中継」をクリックします。

② 会議名や議員名などから動画を選択します。

区議会ホームページトップ画面（パソコン）

（例）「会議名で探す」の場合

インターネット中継トップ画面（パソコン）

動画の
再生ボタンを
クリック
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品
川
議
会
自
民
党
・
無
所
属
の
会
は
、
令

和
４
年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別
会
計
、

全
て
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
は
、
当
初
予
算

一
千
890
億
七
千
200
万
円
に
対
し
、
歳
入
総

額
約
一
千
959
億
一
千
637
万
円
、
歳
出
総
額

約
一
千
893
億
三
千
839
万
円
、
形
式
収
支

（
歳
入
歳
出
差
引
額
）
は
約
65
億
円
の
黒

字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

約
３
億
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
も
約

62
億
円
と
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

我
が
会
派
の
委
員
よ
り
、
区
民
の
皆
様
や
各

種
団
体
な
ど
か
ら
頂
き
ま
し
た
声
を
ま
と
め

た
上
、
令
和
５
年
度
の
品
川
区
予
算
事
務
事

業
に
反
映
さ
れ
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

意
見
、
要
望
、
政
策
提
言
を
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
会
質
疑
で
は
熱
意
あ
る
や
り
取
り
が

あ
り
、
我
々
、
品
川
区
議
会
自
民
党
・
無
所

属
の
会
と
し
て
も
新
体
制
と
な
り
、
本
気
で

挑
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
物
価
上
昇
へ
の
対

応
と
地
域
経
済
の
回
復
と
支
援
を
含
め
、
よ

り
一
層
の
区
民
生
活
の
向
上
、
区
民
の
幸
せ

を
意
識
し
た
行
政
と
議
会
の
連
携
に
向
け
て

お
約
束
い
た
し
ま
す
。
以
上
、
品
川
区
議
会

自
民
党
・
無
所
属
の
会
の
意
見
表
明
と
い
た

し
ま
す
。

実
質
賃
金
が
下
が
る
中
、
消
費
税
増
税
・

コ
ロ
ナ
禍
の
上
に
異
常
な
物
価
高
騰
が
区
民

生
活
を
直
撃
。
基
金
に
49
億
円
も
積
み
増
す

の
で
な
く
区
民
の
暮
ら
し
支
援
に
活
用
す
べ

き
。
以
下
要
望
す
る
▼
中
小
企
業
支
援
は
省

エ
ネ
設
備
更
新
助
成
金
の
継
続
・
固
定
費
補

助
を
。
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
求
め
よ
▼
国
保

料
の
引
き
下
げ
・
子
ど
も
は
無
料
に
。
後
期

高
齢
者
医
療
の
窓
口
２
割
負
担
を
元
に
戻
す

よ
う
求
め
よ
▼
介
護
保
険
第
９
期
は
地
域
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
と
介
護
基
金
を
活

用
し
保
険
料
引
き
下
げ
を
▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
増
設
等
障
害
者
福
祉
の
充
実
▼
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
高
齢
者
接
種
費
用
無
料

化
▼
巨
額
の
税
金
投
入
の
超
高
層
再
開
発
は

中
止
し
、
追
い
出
さ
れ
た
人
の
割
合
の
公
表

を
▼
庁
舎
跡
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
・
ア
リ
ー
ナ
建

設
に
反
対
。
新
庁
舎
に
特
養
や
障
害
者
施
設

の
併
設
を
▼
羽
田
新
ル
ー
ト
は
区
民
を
欺
く

固
定
化
回
避
で
は
な
く
中
止
を
求
め
よ
▼
リ

ニ
ア
新
幹
線
は
再
び
マ
シ
ン
の
故
障
で
ス
ト

ッ
プ
。
区
民
へ
の
説
明
会
と
中
止
の
決
断
を

求
め
よ
▼
気
候
危
機
対
策
と
し
て
住
宅
断
熱

化
と
太
陽
光
発
電
設
置
助
成
の
拡
充
▼
防
災

対
策
は
予
防
対
策
を
柱
に
耐
震
・
不
燃
化
や

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
助
成
の
全
域
拡
大
、

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
助
成
拡
充
▼
い
じ
め

重
大
事
態
の
調
査
報
告
書
の
指
摘
を
教
訓
に
、

全
校
で
の
議
論
と
体
制
整
備
を
。
教
員
の
長

時
間
労
働
の
改
善
。
包
括
的
性
教
育
の
実
施
。

品川区議会自民党・無所属の会日本共産党品川区議団

歳
入
・
歳
出
の
状
況
お
よ
び
執
行
率
な
ど

か
ら
、
適
法
適
正
な
も
の
と
判
断
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

加
え
、
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
が
顕
著
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
５
回
の
補
正
予
算
を
組
み
、

子
育
て
や
低
所
得
世
帯
へ
の
特
別
給
付
、
福

祉
施
設
へ
の
経
済
的
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
還

元
、
中
小
企
業
融
資
あ
っ
旋
、
出
生
数
が
過

去
最
小
の
80
万
人
を
下
回
る
見
込
み
か
ら
出

産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
事
業
な
ど
を
実
施

し
、
区
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
、
当
初
予
算
で
は
、
会
派
の
要
望
も

含
め
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
エ
コ
ル
と
ご
し
開
設
、

認
知
症
施
策
拡
充
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試

行
運
行
の
開
始
、
発
達
障
害
教
育
支
援
員
の

配
置
、
ま
た
、
３
歳
児
視
力
検
査
フ
ォ
ト
ス

ク
リ
ー
ナ
ー
、
子
宮
頸
が
ん
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
個
別
勧
奨
再
開
に
伴
う
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
事
業
、
ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
、

デ
ジ
タ
ル
波
対
応
防
災
ラ
ジ
オ
販
売
、
手
話

の
理
解
促
進
な
ど
の
障
が
い
児
者
支
援
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
入
居
促
進
事
業
な
ど
の
施

策
が
、
着
実
に
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
検
証
や
医
療
機

関
と
の
関
係
深
化
を
図
り
、
感
染
症
へ
の
備

え
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
本
決
算
特
別
委
員

会
を
通
じ
、
会
派
か
ら
の
意
見
・
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
区
政
運
営
お
よ
び

来
年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
決
算
を

認
定
し
ま
す
。
暮
ら
し
や
商
売
に
活
気
が
戻

り
、
所
得
や
収
入
が
増
え
て
来
た
も
の
の
、

税
金
や
社
保
料
の
負
担
増
、
戦
争
や
異
常
な

円
安
で
光
熱
費
や
物
価
が
高
騰
し
、
多
く
の

国
民
は
賃
上
げ
も
出
来
ず
、
家
計
と
企
業
経

営
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
買
い
控
え
や
節
約

で
消
費
が
減
少
、
中
小
企
業
は
値
上
げ
出
来

ず
人
手
不
足
と
資
金
難
で
融
資
返
済
も
で
き

ず
廃
業
や
倒
産
が
増
え
て
い
る
の
で
、
区
は

支
援
に
一
層
取
組
ん
で
頂
き
た
い
。
介
護

士
・
保
育
士
・
幼
稚
園
先
生
の
賃
上
げ
と
労

働
環
境
を
改
善
す
る
と
共
に
、
子
ど
も
や
被

介
護
者
を
、
予
約
な
し
で
何
時
で
も
預
け
ら

れ
る
施
設
の
開
設
に
取
組
ん
で
頂
き
た
い
。

ま
た
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更
を
国
に
働

き
続
け
て
頂
き
た
い
。
高
額
所
得
者
に
は
社

保
料
の
負
担
増
を
お
願
い
し
行
き
詰
ま
る
福

祉
を
支
え
て
頂
き
た
い
。
さ
ら
に
都
が
採
用

す
る
若
手
教
員
や
職
員
を
、
区
が
独
自
に
採

用
し
、
品
川
区
に
定
着
す
る
よ
う
に
、
生
活

費
の
負
担
減
を
図
る
た
め
借
上
げ
住
宅
や
災

害
待
機
寮
を
提
供
す
る
べ
き
で
す
。
い
じ
め

問
題
に
対
し
て
は
区
の
信
頼
と
教
員
・
職
員

の
プ
ラ
イ
ド
を
守
っ
て
頂
き
た
い
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
中
東
紛
争
な
ど
、
多
く
の
死
傷

者
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
危
機
を
も
た
ら

す
戦
い
を
人
類
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

品川区議会公明党品川改革連合

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
総
額
約
一
千

959
億
、
執
行
率
が
93.1
％
と
な
り
、
普
通
会

計
の
実
質
収
支
も
約
62
億
円
を
超
え
る
黒

字
で
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
る
感
染
者
数
の
急
激
な
増

加
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
や
円
安
等
に
よ
る

物
価
高
騰
等
、
区
民
生
活
と
区
内
経
済
活
動

に
大
き
く
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
中
で
品
川
区
は
、
保
健
所
機
能
の
強

化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
、

商
店
街
支
援
強
化
や
中
小
企
業
へ
の
融
資
あ

っ
せ
ん
の
拡
大
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の

支
援
拡
大
な
ど
適
確
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技

術
の
活
用
や
利
便
性
向
上
に
繋
が
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
更
な
る
推
進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

学
校
教
育
の
充
実
、
福
祉
の
充
実
、
地
域
経

済
活
性
化
施
策
の
推
進
、
防
災
対
策
強
化
、

環
境
対
策
の
推
進
、
庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田

新
飛
行
ル
ー
ト
問
題
、
多
様
性
の
推
進
な
ど
、

本
決
算
特
別
委
員
会
で
我
が
会
派
の
指
摘
・

提
案
も
今
後
の
施
策
に
反
映
し
、
各
課
題
へ

の
積
極
的
な
取
組
を
求
め
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
は
変
化
が
速
く
、
迅

速
な
対
策
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
視
点
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
求
め
、
意

見
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

しながわ未来（無所属・立憲・ネット）

本
年
度
の
形
式
収
支
は
約
65
億
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
区
民
税
収
は
前
年
度
の

4.9
％
増
、
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
と
同

率
、
23
区
平
均
と
比
較
す
る
と
1.9
ポ
イ
ン

ト
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
健
全
財
政

は
維
持
さ
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
、
令
和
４

年
度
各
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
い
た
し
ま
す
。

不
妊
治
療
助
成
の
拡
充
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
推
進
、
幼
児
期
の
生
命
の
安
全
教
育
、

通
学
路
の
安
全
確
保
、
教
育
現
場
の
見
守
り

体
制
な
ど
の
提
案
か
ら
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
、
そ
し
て
財
政
の
硬
直
化
を
防
ぐ
た
め

に
は
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
長
寿
お
祝

い
事
業
、
防
災
ラ
ジ
オ
経
費
、
広
告
料
収
入

な
ど
指
摘
し
た
各
事
業
見
直
し
の
検
討
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

い
じ
め
事
案
に
つ
い
て
は
未
然
防
止
や
早

期
発
見
は
も
ち
ろ
ん
、
起
き
て
し
ま
っ
た
事

案
に
対
し
て
は
、
学
校
は
毅
然
と
し
た
対
応

を
と
る
べ
き
で
す
。
教
育
委
員
会
は
重
大
事

態
の
認
定
方
法
に
つ
い
て
早
期
に
方
針
を
決

定
す
る
と
と
も
に
、
区
長
部
局
に
お
い
て
は

い
じ
め
相
談
体
制
の
整
備
に
留
ま
ら
ず
、
い

じ
め
解
決
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み
体
制

の
構
築
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

本
委
員
会
に
お
い
て
指
摘
、
提
案
し
た
点

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
次
年
度
の
予
算
や
今

後
の
政
策
、
施
策
、
事
業
に
反
映
し
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
、
品
川
区
議
会
日
本
維
新

の
会
の
意
見
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

品川区議会日本維新の会

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 未　来 共　産 品　改 維　新
一般会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
後期高齢者医療特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
介護保険特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成
災害復旧特別会計 認定 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

令和４年度決算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。
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 ８月21日  報告５件（令和５年度高齢者福祉行事など）に
ついて質疑

 ９月25日  議案審査（４件）　　　　　　　　　　　　　
請願・陳情審査（３件）

 ９月26日   報告５件（０歳児見守り・子育てサポート事業
「見守りおむつ定期便」の実施など）について
質疑

10月31日  坂井市の「重層的支援体制整備」や、八尾市の
「自殺防止対策」、岡
山市の「認知症対策」
など先進的な取組に
ついて調査・研究

～11月2日

議員研修会を開催しました

令和５年８月23日、第28回品川区議会議員研
修会を２部制で開催しました。
　概要は以下のとおりです。

「道路交通法改正について」（第２部：午後 4 時～）
　株式会社Ｌｕｕｐの広報渉外部長　池上翔氏と、
同広報渉外部　國井さくら氏を講師にお招きし、
道路交通法の改正についてご講義いただき、その後、
電動キックボード乗車体験会を実施しました。

常任委員会の活動
8月～10月

8 月から 10 月末までの委員会の 
主な活動は次のとおりです。

総務委員会

厚生委員会

建設委員会

文教委員会
 ８月21日  報告５件（令和６年度品川区立学校使用教科

用図書の採択など）について質疑
 ９月25日  議案審査（３件）、 報告２件（令和４年度保護

者アンケートおよび児童・生徒アンケートの
結果など）について質疑

 ９月26日  報告５件（第１回および第２回品川区学事制
度審議会の実施報告など）について質疑

10月30日  明石市の「こどもを核としたまちづくり」や、
尼崎市の「中高生の交流」、大阪府の「大阪府立
図書館の運営コンセ
プト」、寝屋川市の

「いじめ対策」など先
進的な取組について
調査・ 研究

区民委員会
 ８月21日  報告５件（大井第三地域センター・区民集会所

の移転など）について質疑、「都市型観光につ
いて」をテーマに調査・研究

 ９月25日  議案審査（１件）、陳情審査（２件）、報告５件（エ
シカルイベント in しながわなど）について質疑

 ９月26日  報告１件（令和４年度指定管理者による管理
に対するモニタリング・評価の結果）につい
て質疑

10月30日  山口市の「地域づくり交付金」や、福岡市の「水辺
のにぎわい創出」、長
崎市の「観光施策、お
くやみ窓口等の窓口
改革」など先進的な取
組について調査・研究

特別委員会の活動
8月～10月

8 月から 10 月末までの委員会の 
主な活動は次のとおりです。

災害・環境対策特別委員会
  8月23日 「環境に関すること」をテーマに調査・研究
  報告１件（令和５年度　地区総合防災訓練の

実施）について質疑
  9月28日 「防災に関すること」をテーマに調査・研究

行財政改革特別委員会
  8月22日  「新庁舎等に関すること」をテーマに調査・

研究
  9月27日  陳情審査（１件）　　　　　　　　　　　　

「新庁舎等に関すること」、「行政のデジタ
ル化に関すること」をテーマに調査・研究

～11月1日

 ８月21日  報告６件（令和５年９月区民住宅（空き室）入
居予定者登録募集など）について質疑

 ９月25日  議案審査（１件）、陳情審査（４件）　　　　　
報告４件（第34回東京都道路整備事業推進大
会など）について質疑

 ９月26日  報告５件（旗の台四丁目8番・12番街区におけ
る防災まちづくりなど）について質疑

10月25日  高松市の「高松市住生活基本計画」や、岡山市
の「旭川かわまちづくり計画」、福山市の

「Park-PFI事業（福山
市中央公園）」など先
進的な取組について
調査・研究

～27日

～11月1日

「ヤングケアラーを知る」（第１部：午前 10 時～）
　令和５年４月より品川区ヤングケアラーコーディ
ネーターに就任され、幅広く活躍されている NPO
法人ヤングケアラー協会の代表理事　宮﨑成悟氏と、
同事務局長　小林鮎奈氏を講師にお招きし、ヤング
ケアラーについてご講義いただきました。

 ８月21日  報告４件（令和５年度都区財政調整交付金当
初算定結果など）について質疑

 ９月25日  議案審査（３件）、請願・陳情審査（４件）　　　
報告５件（行政評価シートの決算特別委員会
への提出など）について質疑

 ９月26日  議案審査（１件）　　　　　　　　　　　　　
報告５件（品川区いじめ問題調査委員会によ
る調査結果など）について質疑

10月25日  四日市市の「シティプロモーション」や、岐阜
市の「新庁舎」、加西
市の「ふるさと納税
の取組」など先進的
な取組について調
査・研究

～27日
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